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▽
議
案
第　

号　

平
成　

年
度
座

６９

３０

間
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）

　

市
長
室
所
管
事
項
、
施
設
等
所

在
市
町
村
調
整
交
付
金
に
つ
い
て

「
本
市
は
増
額
に
な
っ
て
い
る
が
、

他
市
の
状
況
は
ど
う
か
」
と
の
質

疑
に
「
神
奈
川
県
内
で
は
７
自
治

体
が
交
付
を
受
け
て
お
り
、
対
前

年
比
で
は
横
浜
市
が　

・
０
％
、

９０

相
模
原
市
が
１
０
１
・　

％
、
横

６４

須
賀
市
が
１
０
０
・
０
％
、
逗
子

市
が
１
０
１
・　

％
、
大
和
市
が

６５

１
０
０
・
０
％
、
綾
瀬
市
が　

・
９５

０
％
と
な
っ
て
い
ま
す
」
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
債
務

負
担
行
為
補
正
の
警
備
業
務
委
託

料
に
つ
い
て
「
旧
消
防
庁
舎
、
総

合
防
災
備
蓄
倉
庫
の
警
備
内
容
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
」
と
の
質

疑
に
「
防
犯
セ
ン
サ
ー
等
を
設
置

し
、
建
物
へ
の
侵
入
や
火
災
等
の

異
常
を
通
報
す
る
シ
ス
テ
ム
を
導

入
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
施
設

に
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
不
審
者
等

の
監
視
を
す
る
予
定
で
す
」
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

健
康
部
所
管
事
項
、
母
子
健
康

包
括
支
援
事
業
費
に
つ
い
て
「
ア

ン
ケ
ー
ト
の
内
容
と
実
施
時
期
は
」

と
の
質
疑
に
「
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内

容
は
エ
ジ
ン
バ
ラ
産
後
う
つ
病
質

問
票
と
健
診
時
ア
ン
ケ
ー
ト
の
２

種
類
が
あ
り
、
実
施
時
期
は
出
産

後
間
も
な
い
２
週
間
目
と
１
カ
月

目
の
産
婦
健
康
診
査
の
際
、
母
体

の
身
体
機
能
の
回
復
、授
乳
状
況
、
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ま
た
精
神
状
態
の
把
握
の
た
め
に

実
施
し
て
い
ま
す
」
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

市
民
部
所
管
事
項
、
戸
籍
住
民

基
本
台
帳
管
理
経
費
補
助
金
に
つ

い
て
「
法
制
審
議
会
戸
籍
法
部
会

で
戸
籍
事
務
へ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
を
導
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
答

申
は
出
て
い
る
の
か
」
と
の
質
疑

に
「
審
議
会
の
答
申
に
つ
い
て
は

情
報
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
せ
ん
」

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、

「
戸
籍
事
務
へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
導
入
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
」

と
の
質
疑
に
「
正
式
な
も
の
と
し

て
は
全
く
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

市
と
し
て
は
、
今
年
の
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
に
出
さ
れ
て
い
た
中

間
試
案
の
補
助
説
明
の
書
類
を
見

る
ほ
か
手
だ
て
が
な
く
、
そ
れ
に

よ
れ
ば
、
今
年
か
ら
文
字
の
同
定

作
業
を
始
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

ひ
も
づ
け
等
は
平
成　

年
度
頃
を

３４

目
安
に
始
め
る
と
示
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
具
体
的
に
公
式
な
書
類
と

し
て
市
に
送
ら
れ
て
い
る
も
の
は

あ
り
ま
せ
ん
」
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第　

号
、
第　

号
、
第　

７０

７１

７２

号
、
第　

号
、
第　

号
、第　

号
、

７３

７４

８４

第　

号
、
第　

号
、
第　

号
以
上

８５

８６

８８

９
件
は
、
全
員
賛
成
で
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第　

号
は
、
賛
成
多
数
で

８７

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第　

号
は
、
賛
成
多
数
で

８３

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た（
一

部
委
員
退
席
）。

▽
議
案
第　

号
、
第　

号
、
第　

７７

８０

９１

号
以
上
３
件
は
、
全
員
賛
成
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第　

号
、
第　

号
、
第　

７８

８９

９０

号
以
上
３
件
は
、
賛
成
多
数
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
陳
情
第　

号
は
、
賛
成
者
な
く

４１

不
採
択
し
ま
し
た
（
一
部
委
員
退

席
）。

▽
議
案
第　

号
、
第　

号
以
上
２

８１

８２

件
は
、
全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第　

号
は
、
全
員
賛
成
で

７５

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た（
一

部
委
員
退
席
）。

▽
陳
情
第　

号
、
第　

号
、
第　

３６

３９

４０

号
以
上
３
件
は
、
全
員
賛
成
で
採

択
し
ま
し
た
。

▽
陳
情
第　

号
は
、
可
否
同
数
に

３５

つ
き
、
委
員
長
裁
決
で
不
採
択
し

ま
し
た
。

▽
議
案
第　

号
は
、
全
員
賛
成
で

７９

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第　

号
は
、
全
員
賛
成
で

７６

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た（
一

部
委
員
退
席
）。

▽
陳
情
第　

号
は
、
賛
成
多
数
で

３７

採
択
し
ま
し
た
（
一
部
委
員
退

席
）。

予予
算算
決決
算算

企企
画画
総総
務務

民民
生生
教教
育育

都都
市市
環環
境境

会 派 の 構 成（議席番号順）

　

月
定
例
会
各
常
任
委
員
会

月
定
例
会
各
常
任
委
員
会
で
付
託
案
件
の
審
査
を
し
ま
し
た

で
付
託
案
件
の
審
査
を
し
ま
し
た
。

１２１２そ
れ
ぞ
れ
の
常
任
委
員
会

そ
れ
ぞ
れ
の
常
任
委
員
会
の
審
査
結
果
は

の
審
査
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す

次
の
と
お
り
で
す
。

　

月
定
例
会
各
常
任
委
員
会
で
付
託
案
件
の
審
査
を
し
ま
し
た
。

１２そ
れ
ぞ
れ
の
常
任
委
員
会
の
審
査
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

各会派等の賛否

議決結果件　　　　　　　名議案
番号

無　

会

明　

進

大　

志

自
民
い

共　

産

公　

明
○ ２
● １○○○○○原案可決平成３０年度座間市一般会計補正予算（第４号）６９

○○○○○○原案可決平成３０年度座間市国民健康保険事業特別会計補
正予算（第２号）７０

○○○○○○原案可決平成３０年度座間市介護保険事業特別会計補正予
算（第１号）７１

○○○○○○原案可決平成３０年度座間市後期高齢者医療保険事業特別
会計補正予算（第１号）７２

○○○○○○原案可決平成３０年度座間市水道事業会計補正予算（第１
号）７３

○○○○○○原案可決平成３０年度座間市公共下水道事業会計補正予算
（第１号）７４

○●●●○●否決「議案第７５号　座間市立子育て支援センター条
例」に対する修正案７５

○○○○○○原案可決座間市立子育て支援センター条例７５
○○○○○○原案可決座間市立市民交流プラザ条例７６

○○○○○○原案可決
座間市議会議員及び座間市長の選挙における選
挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正す
る条例

７７

○ ２
● １○○○●○原案可決座間市市税条例の一部を改正する条例７８

○○○○○○原案可決座間市水道事業の布設工事監督者及び水道技術管
理者の資格等に関する条例の一部を改正する条例７９

○○○○○○原案可決座間市消防団条例の一部を改正する条例８０
○ ２
● １○○○○○原案可決座間市立市民文化会館の指定管理者の指定につ

いて８１

○ ２
● １○○○○○原案可決座間市立市民体育館の指定管理者の指定につい

て８２

○ １
● ２○○○△○原案可決平成３０年度座間市一般会計補正予算（第５号）８３

○○○○○○原案可決平成３０年度座間市国民健康保険事業特別会計補
正予算（第３号）８４

○○○○○○原案可決平成３０年度座間市介護保険事業特別会計補正予
算（第２号）８５

○○○○○○原案可決平成３０年度座間市後期高齢者医療保険事業特別
会計補正予算（第２号）８６

○ １
● ２○○○○○原案可決平成３０年度座間市水道事業会計補正予算（第２

号）８７

○○○○○○原案可決平成３０年度座間市公共下水道事業会計補正予算
（第２号）８８

○ １
● ２○○○●○原案可決座間市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末

手当に関する条例の一部を改正する条例８９

○ １
● ２○○○●○原案可決座間市常勤特別職職員の給与に関する条例の一

部を改正する条例９０

○○○○○○原案可決
座間市職員の給与に関する条例及び座間市一般
職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を
改正する条例

９１

○○○○○○原案可決
第四次座間市総合計画及び一般廃棄物処理基本
計画に基づき更なるごみの減量化、資源化の実
現を求める決議について

議提
２３

○○○○○○原案可決市民、事業者、行政一体となった更なるごみ減
量化推進に関する決議について

議提
２４

各会派等の賛否

議決結果件　　　　　　　名議案
番号

無　

会

明　

進

大　

志

自
民
い

共　

産

公　

明

○○○○○○原案可決義援金差押禁止法の恒久化を求める意見書の提
出について

議提
２５

○○○○○○原案可決認知症施策の推進を求める意見書の提出につい
て

議提
２６

○ ２
● １○○○●○原案可決Society５．０時代に向けた学校教育環境の整備を

求める意見書の提出について
議提
２７

○○○●○○原案可決障がい者雇用数の水増し問題の原因究明と法定
雇用率の達成を求める意見書の提出について

議提
２８

○○○●○○原案可決精神障がい者の交通運賃割引制度の適用を求め
る意見書の提出について

議提
２９

○○●●○○原案可決公立小・中学校屋内運動場におけるエアコン整
備促進に関する意見書の提出について

議提
３０

○○○○○○原案可決幼児教育・保育の無償化が国費負担で実施され
るよう求める意見書の提出について

議提
３１

○○○●○○原案可決外国につながる子どもへの教育支援の強化を求
める意見書の提出について

議提
３２

○●●●○●否決戸籍事務にマイナンバー制度を導入することに
反対する意見書の提出について

議提
３３

○○○○○○原案可決安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交代制労
働の改善を求める意見書の提出について

議提
３４

○○○○○○原案可決国に私学助成の拡充を求める意見書の提出につ
いて

議提
３５

○○○○○○原案可決神奈川県に私学助成の拡充を求める意見書の提
出について

議提
３６

○●○●○●不採択介護労働者の労働環境及び処遇の改善を求める
意見書の提出を求める陳情

陳情
３５

○○○○○○採択安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交代制労
働の改善を求める陳情

陳情
３６

●○○○△○採択都市計画道路広野大塚線の一刻も早い整備を強
く求める陳情

陳情
３７

○○○○○○採択国に私学助成の拡充を求める意見書の提出を求
める陳情

陳情
３９

○○○○○○採択神奈川県に私学助成の拡充を求める意見書の提
出を求める陳情

陳情
４０

● ２
△ １●●●●●不採択臓器移植の環境整備に関する意見書の提出を求

める陳情
陳情
４１

伊藤　多華　　安田　早苗　　加藤　　学　※上沢　本尚公明党
星野久美子　　守谷　浩一　　中澤　邦雄日本共産党座間市議団
内藤　幸男　　竹田　陽介　　�波　貴志　　熊切　和人

自民党・いさま
荻原　健司　　吉田　義人　　京免　康彦　　伊田　雅彦
沖本　浩二　　池田　徳晴ざま大志会
松橋　淳郎　　佐藤　弥斗ざま明進会
安海のぞみ　　加藤　陽子　　沖永　明久会派に属さない議員

※議長のため、表決には加わりません。　　　　　　　　　


